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学位論文内容の要旨 

 

【目的】妊婦がNon-Invasive Prenatal Test（NIPT）に関してどのような知識や意識を持っているか

を明らかにする。 

【方法】2013年3～6月に，妊婦760名に無記名自記式質問紙調査を施行し，591部回収し（回収率

77.8%），557部を分析した（有効回答率73.3%）。 

【結果】日本でのNIPTの実施に「賛成・条件付きで賛成」は91.9%であった。NIPTの知識で知ってい

た割合は「NIPTで陽性と判定された場合の検査結果の精度は，母親の年齢や背景によって異なる」

28.5%，「NIPTで陽性と判定された場合は，羊水検査により，本当に胎児異常があるかどうかを診断

する必要がある」34.5%と低率であった。NIPTの結果が陽性であった場合に「サポートを希望する」

は84.9%であった。 

【考察】NIPTの導入に賛成の妊婦は高率であったが，知識は十分ではなかった。NIPTを受けてか

ら，その結果の重大性に気づくことがないように情報提供を十分に行う必要がある。 
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論文審査結果の要旨 

 

 


